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図 5　国家公務員の長期休業者率の推移

図 6　傷病手当金の傷病構成割合

［注］�本ページのデータは ICD-10※という国際疾病分類に基づいたカテゴリー名が使用されたデータを用いてい
ますが、下記の表のようにみなさんの馴染みのある言葉に置き換えています。

※ ICD-10：�International Statistical Classification of Diseases and Related Health Problems, 10th edition
　�和訳すると、『疾病、傷害および死因統計分類提要　第 10版』です。「国際疾病分類」としてWHOから刊行
されています。

出典：人事院「平成 18年度国家公務員長期病休者実態調査結果」（2006.04.09）5）
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出典：協会けんぽ　現金給付受給者状況調査（平成 26年度）


